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全
日
教
連
は
、
二
月
二
十
三
日
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
お
い
て
、「
全
日
本
教
職
員
連

盟
結
成
・
日
本
教
育
文
化
研
究
所
設
立
三
十
五
周
年
記
念
躍
進
大
会
」
を
開
催
し
た
。
教
育
正
常
化
を
目
指
し
て
全

日
教
連
が
活
動
を
始
め
て
か
ら
、
三
十
五
年
の
節
目
を
迎
え
た
。
全
国
か
ら
元
役
員
・
会
員
約
百
六
十
名
が
集
ま
り
、

こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
喜
び
合
う
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
更
な
る
飛
躍
を
誓
い
合
っ
た
。

・
代
表
理
事
の
新
井
紀
子
氏

に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ

た
。
　
記
念
講
演
終
了
後
に
は
、

記
念
祝
賀
会
を
行
い
、
元
役

員
、
会
員
が
と
も
に
、
三
十

五
周
年
の
こ
の
日
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
を
喜
び
合
う
と
共

に
、
こ
れ
か
ら
の
更
な
る
飛

躍
を
誓
い
合
っ
た
。

か
？
」
と
題
し
て
、
国
立
情

報
学
研
究
所
社
会
共
有
知
研

究
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
・

教
授
、
一
般
社
団
法
人
教
育

の
た
め
の
科
学
研
究
所
所
長

く
決
意
を
新
た
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
記
念
式
典
の
後
、「
人
工

知
能
が
大
学
入
試
を
突
破
す

る
時
代
、
人
は
何
を
す
べ
き

業
を
更
に
深
め
て
い
き
た

い
」と
述
べ
た
。

　
柴
山
昌
彦
文
部
科
学
大
臣

か
ら
は
、

「
全
日
本
教
職
員
連
盟
は
、

『
美
し
い
日
本
人
の
心
の
育

て
る
』
と
い
う
基
本
理
念
の

下
、
昭
和
五
十
九
年
の
組
織

結
成
以
来
、
教
育
専
門
職
と

し
て
の
使
命
を
自
覚
し
、
教

育
上
の
重
要
課
題
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
を
交
わ
し
つ

つ
、
自
己
研
鑽
に
励
ん
で
こ

ら
れ
た
。
ま
た
、
日
本
教
育

文
化
研
究
所
は
、
全
日
教
連

の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の

活
動
を
通
じ
て
我
が
国
の
教

育
の
発
展
に
寄
与
し
て
き

た
。
皆
様
の
長
年
に
亘
る
努

力
に
対
し
て
深
く
感
謝
と
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

本
日
の
三
十
五
周
年
を
契
機

と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
国

民
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
教
職

員
団
体
、
研
究
所
と
し
て
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
激

励
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
他
の
来
賓
か
ら
も
祝

辞
や
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
。
今
後
の
活
動
を
よ
り

充
実
さ
せ
、
組
織
を
し
っ
か

り
と
強
化
・
拡
大
さ
せ
て
い

『
平
成
』
を
経
て
、
新
た
な

時
代
に
向
け
、
三
十
五
年
と

い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
私
た
ち
は
、
こ
れ

か
ら
も
、
諸
先
輩
方
が
心
血

を
注
が
れ
た
教
育
正
常
化
団

体
結
成
の
原
点
を
見
つ
め
、

我
が
国
の
教
育
の
充
実
・
振

興
の
た
め
に
教
育
専
門
職
と

し
て
の
誇
り
と
責
任
を
も
っ

て
活
動
を
進
め
て
い
く
」
と

述
べ
、
力
強
く
今
後
の
飛
躍

を
宣
言
し
た
。

　
続
い
て
、
野
原
明
教
文
研

所
長
は
、

「
教
文
研
は
、
全
日
教
連
が

活
動
す
る
た
め
の
理
論
構
築

や
資
料
収
集
を
行
い
な
が
ら

と
も
に
三
十
五
周

年
を
迎
え
た
。
ま

た
、
教
育
研
究
の

分
野
に
お
い
て

は
、
各
参
加
団
体

か
ら
研
究
部
員
を

募
り
、
学
校
現
場

で
活
用
し
う
る
研

究
・
実
践
を
行
っ

て
い
る
。
今
期
の

研
究
で
は
、
道
徳

の
評
価
に
つ
い
て

の
研
究
を
行
っ

た
。
教
文
研
は
こ

れ
か
ら
も
研
究
事

な
人
材
が
教
職
員
を
志
す
こ

と
が
一
層
で
き
る
よ
う
、
そ

し
て
教
育
専
門
職
で
あ
る
教

職
員
が
、
子
供
た
ち
と
し
っ

か
り
と
向
き
合
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
現
在
進
行
し
て

い
る
『
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
』
は
、
な
ん
と
し
て

も
着
地
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
ま
た
、
本
年
五
月
に
は
新

た
な
時
代
が
幕
を
開
け
る
。

約
二
百
年
ぶ
り
の
御

譲
位
は
、
我
が
国
の

歴
史
・
伝
統
・
文
化

を
、
ま
さ
に
体
現
す

る
慶
事
で
あ
り
、

『
美
し
い
日
本
人
の

心
を
育
て
る
』
と
い

う
全
日
教
連
の
理
念

に
直
結
す
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。

『
昭
和
』に
誕
生
し
、

領
の
完
全
実
施
を
見
据
え
た

様
々
な
準
備
、
及
び
い
じ
め

や
不
登
校
等
、
ま
す
ま
す
深

刻
さ
を
増
す
教
育
諸
課
題
へ

の
対
応
等
に
追
わ
れ
て
い

る
。
一
方
『
学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
』
を
実
現
す
る

た
め
の
方
策
が
検
討
さ
れ
た

り
、
実
行
さ
れ
た
り
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
ブ
ラ

ッ
ク
学
校
』
と
い
う
世
間
の

評
価
を
覆
す
こ
と
で
、
優
秀

の
御
来
賓
に
御
臨
席
を
賜

り
、
御
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。
　
郡
司
隆
文
全
日
教
連
委
員

長
は
、
挨
拶
の
中
で
、

「
全
日
教
連
の
三
十
五
年
に

亘
る
真
摯
な
活
動
の
積
み
重

ね
は
、
国
民
か
ら
の
大
き
な

信
頼
と
期
待
に
応
え
、
各
方

面
か
ら
高
い
支
持
を
得
る
に

至
っ
て
い
る
。
現
在
、
学
校

現
場
で
は
、
新
学
習
指
導
要

　
記
念
式
典
に
は
、
文
部
科

学
省
よ
り
柴
山
昌
彦
文
部
科

学
大
臣
、
自
由
民
主
党
よ
り

井
上
信
治
衆
議
院
議
員
、
公

明
党
よ
り
三
浦
信
祐
参
議
院

議
員
、
台
北
駐
日
経
済
文
化

代
表
処
よ
り
黄
冠
超
教
育
部

部
長
、
記
念
祝
賀
会
に
は
、

船
田
元
衆
議
院
議
員
、
田
中

和
德
衆
議
院
議
員
、
赤
池
誠

章
参
議
院
議
員
、
磯
崎
仁
彦

参
議
院
議
員
を
は
じ
め
多
く

記念講演を行う新井紀子氏

Ａ
Ｉ
に
優
る
人
間
の
力
と
は

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
新
井
氏
は
Ａ
Ｉ
よ
り

言
葉
の
前
後
の
つ
な
が
り
を

考
え
る
こ
と
が
得
意
な
は
ず

の
高
校
生
が
、
そ
の
分
野
に

お
い
て
も
Ａ
Ｉ
に
負
け
て
い

る
現
状
に
触
れ
、

「
今
後
は
、
中
学
校
を
卒
業

す
る
ま
で
に
、
全
て
の
子
供

た
ち
が
中
学
校
の
教
科
書
を

正
確
に
読
め
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
公
教
育
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
」と
主
張
し
た
。

「
今
後
、教
科
書
が
読
め
な
い

弊
害
と
し
て
予
想
さ
れ
る
こ

と
は
、
学
習
者
が
、
自
分
で

学
習
で
き
な
い
た
め
、
新
た

な
技
術
が
学
べ
ず
Ａ
Ｉ
に
職

を
奪
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
だ
。
こ
れ
に
よ
り
非
正
規

雇
用
の
拡
大
や
貧
困
層
の
増

大
、
延
い
て
は
、
人
口
減
少

に
拍
車
が
か
か
る
」
と
危
惧

し
た
。

　
全
日
教
連
の
会
員
へ
は
、

「
授
業
へ
の
理
解
度
を
高
め

る
た
め
に
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス

キ
ル
テ
ス
ト
等
を
実
施
し
、

ク
ラ
ス
の
子
供
た
ち
の
基
礎

的
読
解
力
を
把
握
し
た
後

に
、
Ａ
Ｉ
よ
り
も
人
が
優
っ

て
い
る
読
解
力
を
向
上
さ
せ

る
べ
く
、
授
業
作
り
に
努
め

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

と
、「
近
く
の
美
味
し
い
イ

タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
以
外

の
お
店
」
や
、「
不
味
い
イ
タ

リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
」
と
検

索
し
た
場
合
、
検
索
結
果
が

同
じ
内
容
に
な
る
こ
と
等
を

示
し
、「
人
が
、
Ａ
Ｉ
に
優
る

と
こ
ろ
は
、
読
解
力
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｉ
に
は
な
い

読
解
力
を
伸
ば
し
、
子
供
た

ち
を
Ａ
Ｉ
よ
り
賢
く
す
る
し

か
人
間
の
生
き
る
道
は
な

い
。
そ
の
た
め
に
学
校
現
場

に
お
い
て
は
、
現
在
の
子
供

た
ち
の
基
礎
的
読
解
力
を
正

確
に
把
握
し
、
そ
れ
を
基
に

し
て
授
業
を
構
築
し
て
い
く

　
記
念
講
演
冒
頭
で
新
井
氏

は
、「
ロ
ボ
ッ
ト
は
東
大
に

入
れ
る
か
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
始
め
た
経
緯
に
つ
い
て
、

「
大
学
入
試
を
目
指
す
高
校

生
と
Ａ
Ｉ
を
大
学
入
試
で
競

わ
せ
、
そ
の
結
果
を
知
ら
せ

る
こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
に
職
を
奪

わ
れ
る
こ
と
の
現
実
味
を
世

の
中
の
人
に
感
じ
て
も
ら
う

た
め
に
行
っ
た
」
と
述
べ

た
。
　
次
に
Ａ
Ｉ
の
特
性
に
つ
い

て
の
説
明
で
、
例
と
し
て
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
「
近
く
の

美
味
し
い
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
」
と
検
索
し
た
場
合
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柴山昌彦文部科学大臣

全日本教職員連盟結成・日本教育文化研究所設立

３５周年記念躍進大会

記念式典で挨拶する郡司隆文全日教連委員長

一
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言
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三
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四
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五
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六
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八
　
全
日
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